
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
辰
年
で
も
非
常
に
縁
起
の

良
い
甲き

の
え

辰た
つ

で
あ
り
ま
し
た
が
、
元
日
に

は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
多
く
の

方
々
が
犠
牲
と
な
り
、
復
興
の
最
中
9

月
に
は
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
改
め
て

自
然
の
脅
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
も
8
月
9
日
の
神
奈
川

県
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
、
8
月
末

の
台
風
10
号
に
よ
る
水
害
や
土
砂
崩
れ

等
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
農
業
面
で
み
る
と
、
梅
は
3
月
の
寒

波
に
よ
り
例
年
の
半
分
ほ
ど
の
収
穫
量

で
し
た
。
お
茶
は
遅
霜
も
な
く
上
質
な

お
茶
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
7

月
か
ら
9
月
の
3
か
月
間
は
過
去
に
な

い
連
日
の
猛
暑
や
病
害
虫
の
発
生
に
よ

り
、
水
稲
を
は
じ
め
多
く
の
農
産
物
が

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
資

材
価
格
等
の
高
止
ま
り
に
よ
り
、
農
業

経
営
は
厳
し
い
局
面
に
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
国
会
で
は
新
た
な
『
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
』
が
成
立
し
、

農
産
物
価
格
の
安
定
化
等
、
今
後
の
日

本
農
業
の
発
展
に
向
け
て
の
施
策
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
7
年
は
第
7
次
3
か
年

計
画
、
第
6
次
地
域
農
業
振
興
計
画
の

初
年
度
と
な
り
ま
す
。
前
3
か
年
計
画

で
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
農

業
継
続
支
援
、
農
業
者
の
所
得
増
大
、

農
業
経
営
力
の
向
上
を
目
指
し
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
国
連
が
定
め
た
国
際
協
同

組
合
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
）
に
な
り
、

世
界
の
国
連
加
盟
国
で
は
、
様
々
な
協

同
組
合
を
通
じ
た
行
事
や
事
業
が
行
わ

れ
ま
す
。
私
ど
も
Ｊ
Ａ
の
組
合
理
念
に

は
「
総
合
事
業
を
通
し
て
地
域
社
会
の

発
展
と
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に

貢
献
し
ま
す
」
と
謳
っ
て
あ
り
ま
す
。

改
め
て
、
協
同
組
合
組
織
と
し
て
の
自

覚
と
誇
り
を
持
ち
、
持
続
可
能
な
農
業

や
組
織
活
動
を
基
本
と
し
、
地
域
貢
献

に
向
け
た
事
業
活
動
に
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
経
営
環
境
が
一
段
と
厳
し
さ

を
増
す
な
か
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
も
引
き
続
い
て
の

ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま

の
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

2025

１
vol.220

食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

代表理事組合長
天野　信一
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こ
の
日
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
な
ど

１
，
０
０
０
名
以
上
が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
約
１
０
０
名
が
参
加
。
次

期
３
か
年
の
指
針
と
し
て
『
未
来
に
つ
な

ぐ
協
同
の
力
―
食
と
農
を
支
え
る
協
同
活

動
と
総
合
事
業
の
展
開
―
』
と
し
、
基
本

目
標
Ⅰ
『
か
な
が
わ
農
業
と
健
康
で
豊
か

な
く
ら
し
を
支
え
る
事
業
お
よ
び
活
動
の

展
開
』
基
本
目
標
Ⅱ
『
持
続
可
能
な
協
同

組
合
と
し
て
の
組
織
基
盤
・
経
営
基
盤
の

確
立
と
人
づ
く
り
』
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
議
し
ま
し
た
。

　
国
際
情
勢
や
円
安
な
ど
の
影
響
で
農
業

生
産
資
材
価
格
の
高
騰
・
高
止
ま
り
に
よ

る
生
産
コ
ス
ト
増
や
長
い
間
続
い
た
金
融

緩
和
政
策
の
影
響
を
受
け
た
収
支
悪
化
な

ど
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈

川
で
は
食
・
農
・
地
域
の
未
来
を
創
る
べ

く
、
対
話
な
ど
に
よ
り
組
合
員
等
の
評
価

と
意
思
を
反
映
し
た
事
業
活
動
を
展
開
し
、

持
続
可
能
な
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤

の
確
立
・
強
化
・
発
展
を
目
指
す
と
と
も

に
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
は
か
り

ま
し
た
。

　
中
央
会
長
表
彰
で
は
、
報
徳
支
店
の
中

嶋
貞
夫
さ
ん
が
中
央
会
の
平
本
光
男
会
長

よ
り
県
の
代
表
と
し
て
表
彰
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
は
11
月
28
日
、
綾
瀬
市
オ
ー
エ
ン
ス
文
化
会
館

で
『
第
77
回
神
奈
川
県
農
業
協
同
組
合
大
会
』
を
開
き
ま
し
た
。
今
大
会

は
、
次
期
３
か
年
の
協
同
組
合
の
指
針
を
決
め
る
３
年
に
一
度
の
基
本
大
会

で
あ
り
、
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
め
ざ
す
姿
（
２
０
３
０
）
」
の
実
践
に
向
け
、

『
未
来
に
つ
な
ぐ
協
同
の
力
―
食
と
農
を
支
え
る
協
同
活
動
と
総
合
事
業
の

展
開
―
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
に
は
Ｊ
Ａ
運
動
の

発
展
に
尽
く
し
た
組
合
員
や
役
職
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
農
業
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
９
月
末
の

申
請
状
況
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
～
９
月
ま
で
の
申
請
状

況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
申
請
内
容
は
、

農
業
機
械
購
入
が
69
件
で
１
０
６
万
９
千

円
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
電
気
柵
等
購
入
は
57

件
で
１
５
８
万
４
千
円
、
病
害
虫
対
策
の

カ
メ
ム
シ
駆
除
農
薬
購
入
は
３
１
７
件
で

２
３
８
万
３
千
円
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
駆

除
農
薬
購
入
は
58
件
で
23
万
８
千
円
、
ヤ
マ

ビ
ル
忌
避
剤
購
入
は
28
件
で
9
万
4
千
円
を

そ
れ
ぞ
れ
助
成
し
ま
し
た
。

◆
令
和
６
年
度
貯
金
残
高
増
加
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
12
月
２
日(

月)

か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日(

月)

ま
で
、
組
合
員
（
家
族
を
含

む
）
限
定
の
特
別
定
期
貯
金
の
新
設
を
協
議

し
た
結
果
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
商
品
内
容

は
、
新
規
預
入
資
金
50
万
円
以
上
の
１
年
定

期
貯
金
（
自
動
継
続
）
に
対
し
、
第
１
期
12

月
２
日(

月)

か
ら
１
月
31
日(

金)

ま
で
は
適

用
金
利
年
０
．
３
２
５
％
の
金
利
優
遇
。
第

２
期
２
月
３
日(

月)

か
ら
３
月
31
日(

月)

ま

で
は
金
利
情
勢
に
合
わ
せ
て
改
め
て
設
定
さ

れ
ま
す
。

◆
令
和
６
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
上
半
期
の
自
己
改
革
や
地
域

貢
献
活
動
の
取
り
組
み
、
仮
決
算
時
に
お
け

る
経
営
状
況
等
に
つ
い
て
ま
と
め
た
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に
つ
い
て
協
議
し

た
結
果
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
上
半
期
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
は
、
各
支
店
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

～
主
な
議
題
～

令
和
６
年
11
月
26
日

〜
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
未
来
に
つ
な
ぐ
協
同
の
力
〜

第
77
回
県
農
協
大
会
で
３
か
年
の
指
針
を
決
定

　大会ではＪＡ運動に貢献された次の組合員が、中央会長表彰を受賞
されました（敬称略。カッコ内は支店名)。
守屋良治（久野）　　　配島　道（報徳）　　中嶋貞夫（報徳）
片倉義文（成田）　　　江藤義道（下府中）　内山健治（曽我の里）
小澤　優（下中）　　　廣井克行（片浦）　　大木周治（大窪）
石井　毅（国府津）　　青木洋一（早川）　　柳下友幸（湯河原）
柏木　純（湯河原中央）　勝俣　孝（箱根）　　髙橋健治（大井）　
(故)内藤幹雄（相和）　小林昭誼（中井）　　尾上彰彦（中井）
北村欣也（松田）　　　瀬戸重明（山北）　　清水正己（山北）
鈴木洋子（清水）　　　矢野敏行（南足柄）　(故)櫻井克利（南足柄）
平井和夫（岡本）　　　加藤　等（福沢）　　露木俊郎（開成）

当ＪＡ組合員27名が表彰受賞

平本会長より代表受領として表彰状を受ける
中嶋貞夫さん

「ＪＡグループのめざす姿（2030）」

JAグループの
存在意義

めざす姿
（2030）

JAグループが
提供する価値

協同活動と総合事業で食と農を支
え、豊かなくらしと活力のある地
域社会を実現する

●持続可能な農業の実現
●豊かでくらしやすい地域共生社
　会の実現
●協同組合としての役割発揮

食料・農業への貢献
　☑安全・安心な国産農畜産物の
　　安定供給
　☑農業所得の増大の実現
組合員のくらし・地域社会への貢献
　☑組合員の豊かなくらしの実現
　☑地域社会の持続的発展の実現
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定年帰農者を対象にした温州ミカン休日講習会
【日　　時】令和７年２月１日(土) ９時より
【場　　所】株式会社ブルックスホールディングス　大井事業所　ほ場（足柄上郡大井町山田300）
【内　　容】①温州ミカン(大津・青島)の栽培管理・せん定
　　　　　　②病害虫防除について
　　　　　　③その他
【対 象 者】ＪＡ共販を中心とした出荷販売を目的で農業を始める方や後継者、定年帰農の方（先着30名）
　　　　　　※定員に達し次第締め切ります。
【申込期日】令和７年１月20日(月)
【申込方法】営農部営農指導課　☎0465(46)6950
※雨天の場合は現地にて資料説明のみとなります。
※当講習会は申込制となっておりますので、当日参加はできません。(当日の欠席連絡は不要です)
※上記電話番号は平日のみとなります。(当日も繋がりません)
　また、(株)ブルックスホールディングスへのお電話には対応できません。

営農コーナー営農コーナー
カキのせん定について

　縮間伐を行い樹高を下げるように整枝します。結果母枝（昨年の結果枝）が主枝・亜主枝に近くなるようにし、
切り戻しせん定を心掛けましょう。

【縮間伐】
　大玉で高品質なカキを生産するには日光が満遍なく樹全体に当たることが重要です。作業道を確保するつもり
で縮間伐することで、高品質な果実が作れます。
※日陰の部分は花着きや肥大が悪くなるだけではなく、枝が枯れ始め、実がならなくなります。

【せん定のポイント】
・まず主枝の先端を決め先端からせん定します。先端は１本にし先端を１／３

～１／４程度切り返します。
・芽をよく見ます(花芽、葉芽、芽の向き)。
・側枝を先追いしない。側枝は３～４年目で更新が基本です。先追いし太く

なった側枝は主枝・亜主枝と区別がつかなくなるので更新しましょう。
　 ※暗がりの原因となる側枝を取り除き、主枝、亜主枝に日が当たれば陰芽が動き、結果

　 として良果生産、増収が望めます。
・結実時に枝が下がることを考慮し、下垂した枝は上向きの枝まで切り戻し

ましょう。
【せん定の手順】
①樹形を意識し亜主枝化した側枝（太めの枝）が多く枝が混んで

いる場合は、太めの亜主枝的な枝を間引きます（１主枝で１本
程度）。細かなせん定をした後に太い枝をせん定すると切りす
ぎてしまうので、まずは太い枝を切りましょう。

②その後、主枝・亜主枝・側枝の先端から始め、以後、先端から
見て鋭角三角形の配置イメージとなるせん定をすることで、主
枝、亜主枝の勢いの順位を守ります。主枝＞亜主枝＞側枝。

③結果母枝から春に昨年の結果枝とほぼ同じ枝が伸びることをイ
メージして側枝の間隔は十分に確保します。 骨格枝 骨格枝 骨格枝 骨格枝 骨格枝

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目更新

⬇⬇ まずは間伐・縮伐を！！！

傘を差して通れる程度図　カキの間伐 

図　骨格枝(主枝・亜主枝)側枝の
配置イメージ

図　側枝の更新

骨格枝上で、側枝を３～４年利用し、骨格枝に対して
側枝が太くなる前に更新する。側枝を大きくしすぎる
と、亜主枝と区別が
つかなくなる。

鋭角三角形をイメージ



ナズナ

スズシロ
セリ

ハコベラ
スズナ

ホトケノザ

ゴギョウ

めでた尽くし

2025年がスタートしました！素敵な一年が過ごせる
よう、縁起の良いことをたくさん集めてみました

め
年がスタートしました！素敵な一年が過ごせる

めめでででた尽くし

　新しい年を迎え最初
に見た夢は『初夢』と
言われ、夢に登場した
もので１年の運勢を占

うという風習があります。縁起が良いと
されているのは「一富士、二鷹、三茄
子」。諸説ありますが、富士は運気が上
昇し繁栄の一年に、鷹は夢の実現につな
がり、茄子は蓄財や子孫繁栄につながる
そうです。枕の下に宝船の絵を入れて寝
ると良い夢を見られるとされています。

特集

特 集

正月行事

縁起の良い文様たち

幸せ招く言い伝え

正月の遊び・福笑い

幸せ招く縁起物

今年の干支・巳（蛇）

初夢

　『巳』は胎児を包んでいる状態を示した漢字で「始まり」や「子孫繁栄」を表します。また、
脱皮を繰り返す蛇のイメージより「復活と再生」を表し、巳年は「新しいことが始まる年」に
なると考えられています。
　他にも、蛇は七福神の一人である『弁財天』※とのつながりもあることから、「金運上昇」
や「技芸上達」をもたらすとも考えられています。

●長生きの秘訣は何ですか？
　まず、体を動かすこと。子どもの頃バレーボール選手だったので体は丈夫で、庭や畑の草む
しりをほぼ毎日しています。また、体に良いものを食べることも大切です。畑で育てた野菜を
料理したり、漬物にしたりと旬のパワーをいただいています。そして、作ったものは近所にお
すそ分け。ご近所さんとの交流も楽しく、よく話すことも長生きの秘訣です。
●縁起の良いことを教えてください
☆『天一天上』の日や、『彼岸の中日』は縁起が良く、家の周りや家の中の気になっている所
を改善しても良いとされています。

☆徳田家ではお正月は『一斗箕』を使って年神様を家に招き入れています。また、お盆にも迎
え火ではなく、『一斗箕』を使ってご先祖様を家に招き入れています。

☆『建前』(上棟式)の時に、散餅銭の儀では先にお金(５円玉・50円玉)をまいて、次にお餅をま
くと『お金持ち』になるといわれ、逆にまくと『持ち金無くなる』と言われています(笑)。

●座右の銘を教えてください
　『笑う門には福来る』です。嫁いだ頃は水車で米をついていて、今と比べると不便な時代でした。徳
田家も大家族で、大変なこともいっぱいありましたが、嫌なことは笑って忘れます。笑えば福が来ます。
今は、家族仲良く暮らして、娘たちも近くに住んでいて、ご近所さんとの交流も楽しく一番幸せですね。
皆さんも笑って１年をお過ごしください。

朝茶は難を逃れる…朝、お茶を飲むとその日の災難から逃れることができ、一日幸せに過ごせる
という言い伝えです。
朝、忙しくてご飯を食べる間がなかったら味噌汁を飲む…忙しくてご飯をゆっくり食べる時間が
なくても、体に良い味噌汁は飲んでおくという教えです。
玉虫を財布に入ておくとお金が増える…宝石のように七色に光り輝く玉虫は、金運や幸運を呼び、
財布に入れておくとお金がたまると言われています。
赤ちゃんの頭の上を歩くな…赤ちゃんは神様のように神聖なものなので、頭の上を歩いてはいけ
ないということです。
新品は夜おろすな…昔のお葬式では、夜に亡くなった人に新しい草履を履かせたことから、夜に
新品をおろすことは良くないと言われてきました。
食事中に席を変えるな…「籍を変える」ことにつながり、２回結婚すると言われています。
●長生きの秘訣を教えてください
　嫌なことがあってもくよくよしないこと。また、感謝の気持ちを忘れないこと。毎日、「あり
がとう」と「すみません」の気持ちを伝えるようにしています。

　正月の伝統的な遊び『福笑い』は、お
多福などの輪郭を描いた上に、目隠しを
しながら顔のパーツを置き、顔を作って
いくゲームです。完成した顔を見て、集
まったみんなで笑い合うことから、「笑
う門には福来る」という言葉にふさわし
く、正月にふさわしい遊びです。

　諸説ありますが、「七つの宝」である富、繁栄、長
寿、健康、幸福、知恵、力を表しているとされ、円が
連鎖し広がる様子は「子孫の繁栄」、「縁」、「円
満」を想起させる縁起柄と言われています。

　無限に広がる波の文様に、「平穏な暮
らしが未来永劫へと続くように」という
願いが込められているとされています。

　麻の葉の形を文様化したもの。麻は生命
力が強く、まっすぐに大きく育つことから、
子どもの成長への祈りをこめて、産着や子
どもの着物に使われてきました。

　右手を挙げている猫
は「金運や幸運を招
く」、左手を挙げてい
る猫は「人を招く」と
言われています。また、
白は「純粋さ」や「幸
運」、黒は「魔除け」、
赤は「健康」などとい
う意味合いもあるそう
です。

　箒神（ははきがみ）とい
う神が宿るとされ、妊婦の
お腹をなでると安産になり、
逆さに立てておくとお産が
軽くなるという言い伝えが
あります。また「掃き出
す」力があるため、客人に
早く帰ってほしいときは逆
さに立てるおまじないもあ
ります。

　「鬼の目突
き」という異名
もあり、節分に
はイワシと合わ
せて飾る地域も
あります。

　「難を転じる」という意味
合いから縁起の良いものとさ
れ好まれてきました。鬼門除
けに、北東にヒイラギ、南西
にナンテンを植えると良いと
も言われています。

　倒れない姿から「七転び
八起き」「無病息災」「家
内安全」の意味が込められ
ています。また、だるまの
左目（向かって右）に黒目
を描き入れて祈願し、一年
間無事に過ごせた、あるい
は願い事が叶ったときに、
右目（向かって左）にも黒
目を入れる風習があります。

玄関はきれいに
　「良い運気や神様は玄関か
ら入ってくる」とも言われ、
清潔を保ち整理整頓を心掛け
る必要があります。

ヤモリは家を守る
　害虫を食べるため、家の守
り神として昔から重宝されて
きました。漢字で「家守」や
「屋守」と表します。また、
ヤモリは幸運や金運、良縁を
もたらすため、見かけると縁
起が良いとされています。

朝蜘蛛は吉
夜蜘蛛は…
　朝見かける蜘蛛は福をもた
らすが、夜見かける蜘蛛は泥
棒を連れてくるなど不吉をも
たらすと言われています。

　１月７日は『人日
の節句』とも呼ばれ、
３月３日の『上巳の
節句』や５月５日の
『端午の節句』と同
じで、季節の節目に
無病息災を祈る行事の一つです。春の
七草（セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコ
ベラ、ホトケノザ、スズナ、スズシ
ロ）を入れたお粥を食べることで邪気
を払い、１年の健康を祈ります。

七草

　１月11日に年神様に供
えていた鏡餅をおろし、お
汁粉やお雑煮にして食べま
す。鏡餅は、刃物で切らず
に手や木づちで割ります。
「割る＝開く」で、開運に
つながるとされています。

鏡開き

めでたいっ！めでたいっ！ 100歳インタビュー!!100歳インタビュー!!
大正13年生まれ！100歳を迎えた徳田ナカさんに長生きの秘訣などをお聞き
しました。

98歳！元気な細谷憲子さんに古くから伝わる縁起の良いことをお聞きしました。

大正13年９月生まれの
100歳。ミカン収穫な
どの農作業は98歳で引
退しましたが、今でも
畑や庭の草むしりを
行っています。

徳田　ナカ さん
（曽我の里支店・
小田原市上曽我）

※『弁財天』…琵琶を持った女神で芸能や財運にご利益があるとされています。白蛇は弁財天の使い、
　または化身とされています。

蛇の抜け殻で金運アップ！
蛇の抜け殻を財布に入れておくと金運が上がり、
お金が貯まるとされています。

七宝

麻の葉

青海波

招き猫 ほうき だるま

ナンテンヒイラギ

大正15年５月生まれの
98歳。毎日、足柄茶を
飲むことが健康の秘訣。
庭の花の水やりが日課。
自分のペースで農作業
もしています。

細谷　憲子 さん
（清水支店・
山北町谷ケ）

人生の先輩に聞く！人生の先輩に聞く！ 縁起の良いことあれこれ縁起の良いことあれこれ
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ハコベラ
スズナ

ホトケノザ

ゴギョウ

めでた尽くし

2025年がスタートしました！素敵な一年が過ごせる
よう、縁起の良いことをたくさん集めてみました

め
年がスタートしました！素敵な一年が過ごせる

めめでででた尽くし

　新しい年を迎え最初
に見た夢は『初夢』と
言われ、夢に登場した
もので１年の運勢を占

うという風習があります。縁起が良いと
されているのは「一富士、二鷹、三茄
子」。諸説ありますが、富士は運気が上
昇し繁栄の一年に、鷹は夢の実現につな
がり、茄子は蓄財や子孫繁栄につながる
そうです。枕の下に宝船の絵を入れて寝
ると良い夢を見られるとされています。

特集

特 集

正月行事

縁起の良い文様たち

幸せ招く言い伝え

正月の遊び・福笑い

幸せ招く縁起物

今年の干支・巳（蛇）

初夢

　『巳』は胎児を包んでいる状態を示した漢字で「始まり」や「子孫繁栄」を表します。また、
脱皮を繰り返す蛇のイメージより「復活と再生」を表し、巳年は「新しいことが始まる年」に
なると考えられています。
　他にも、蛇は七福神の一人である『弁財天』※とのつながりもあることから、「金運上昇」
や「技芸上達」をもたらすとも考えられています。

●長生きの秘訣は何ですか？
　まず、体を動かすこと。子どもの頃バレーボール選手だったので体は丈夫で、庭や畑の草む
しりをほぼ毎日しています。また、体に良いものを食べることも大切です。畑で育てた野菜を
料理したり、漬物にしたりと旬のパワーをいただいています。そして、作ったものは近所にお
すそ分け。ご近所さんとの交流も楽しく、よく話すことも長生きの秘訣です。
●縁起の良いことを教えてください
☆『天一天上』の日や、『彼岸の中日』は縁起が良く、家の周りや家の中の気になっている所
を改善しても良いとされています。
☆徳田家ではお正月は『一斗箕』を使って年神様を家に招き入れています。また、お盆にも迎
え火ではなく、『一斗箕』を使ってご先祖様を家に招き入れています。
☆『建前』(上棟式)の時に、散餅銭の儀では先にお金(５円玉・50円玉)をまいて、次にお餅をま
くと『お金持ち』になるといわれ、逆にまくと『持ち金無くなる』と言われています(笑)。

●座右の銘を教えてください
　『笑う門には福来る』です。嫁いだ頃は水車で米をついていて、今と比べると不便な時代でした。徳
田家も大家族で、大変なこともいっぱいありましたが、嫌なことは笑って忘れます。笑えば福が来ます。
今は、家族仲良く暮らして、娘たちも近くに住んでいて、ご近所さんとの交流も楽しく一番幸せですね。
皆さんも笑って１年をお過ごしください。

朝茶は難を逃れる…朝、お茶を飲むとその日の災難から逃れることができ、一日幸せに過ごせる
という言い伝えです。
朝、忙しくてご飯を食べる間がなかったら味噌汁を飲む…忙しくてご飯をゆっくり食べる時間が
なくても、体に良い味噌汁は飲んでおくという教えです。
玉虫を財布に入ておくとお金が増える…宝石のように七色に光り輝く玉虫は、金運や幸運を呼び、
財布に入れておくとお金がたまると言われています。
赤ちゃんの頭の上を歩くな…赤ちゃんは神様のように神聖なものなので、頭の上を歩いてはいけ
ないということです。
新品は夜おろすな…昔のお葬式では、夜に亡くなった人に新しい草履を履かせたことから、夜に
新品をおろすことは良くないと言われてきました。
食事中に席を変えるな…「籍を変える」ことにつながり、２回結婚すると言われています。
●長生きの秘訣を教えてください
　嫌なことがあってもくよくよしないこと。また、感謝の気持ちを忘れないこと。毎日、「あり
がとう」と「すみません」の気持ちを伝えるようにしています。

　正月の伝統的な遊び『福笑い』は、お
多福などの輪郭を描いた上に、目隠しを
しながら顔のパーツを置き、顔を作って
いくゲームです。完成した顔を見て、集
まったみんなで笑い合うことから、「笑
う門には福来る」という言葉にふさわし
く、正月にふさわしい遊びです。

　諸説ありますが、「七つの宝」である富、繁栄、長
寿、健康、幸福、知恵、力を表しているとされ、円が
連鎖し広がる様子は「子孫の繁栄」、「縁」、「円
満」を想起させる縁起柄と言われています。

　無限に広がる波の文様に、「平穏な暮
らしが未来永劫へと続くように」という
願いが込められているとされています。

　麻の葉の形を文様化したもの。麻は生命
力が強く、まっすぐに大きく育つことから、
子どもの成長への祈りをこめて、産着や子
どもの着物に使われてきました。

　右手を挙げている猫
は「金運や幸運を招
く」、左手を挙げてい
る猫は「人を招く」と
言われています。また、
白は「純粋さ」や「幸
運」、黒は「魔除け」、
赤は「健康」などとい
う意味合いもあるそう
です。

　箒神（ははきがみ）とい
う神が宿るとされ、妊婦の
お腹をなでると安産になり、
逆さに立てておくとお産が
軽くなるという言い伝えが
あります。また「掃き出
す」力があるため、客人に
早く帰ってほしいときは逆
さに立てるおまじないもあ
ります。

　「鬼の目突
き」という異名
もあり、節分に
はイワシと合わ
せて飾る地域も
あります。

　「難を転じる」という意味
合いから縁起の良いものとさ
れ好まれてきました。鬼門除
けに、北東にヒイラギ、南西
にナンテンを植えると良いと
も言われています。

　倒れない姿から「七転び
八起き」「無病息災」「家
内安全」の意味が込められ
ています。また、だるまの
左目（向かって右）に黒目
を描き入れて祈願し、一年
間無事に過ごせた、あるい
は願い事が叶ったときに、
右目（向かって左）にも黒
目を入れる風習があります。

玄関はきれいに
　「良い運気や神様は玄関か
ら入ってくる」とも言われ、
清潔を保ち整理整頓を心掛け
る必要があります。

ヤモリは家を守る
　害虫を食べるため、家の守
り神として昔から重宝されて
きました。漢字で「家守」や
「屋守」と表します。また、
ヤモリは幸運や金運、良縁を
もたらすため、見かけると縁
起が良いとされています。

朝蜘蛛は吉
夜蜘蛛は…
　朝見かける蜘蛛は福をもた
らすが、夜見かける蜘蛛は泥
棒を連れてくるなど不吉をも
たらすと言われています。

　１月７日は『人日
の節句』とも呼ばれ、
３月３日の『上巳の
節句』や５月５日の
『端午の節句』と同
じで、季節の節目に
無病息災を祈る行事の一つです。春の
七草（セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコ
ベラ、ホトケノザ、スズナ、スズシ
ロ）を入れたお粥を食べることで邪気
を払い、１年の健康を祈ります。

七草

　１月11日に年神様に供
えていた鏡餅をおろし、お
汁粉やお雑煮にして食べま
す。鏡餅は、刃物で切らず
に手や木づちで割ります。
「割る＝開く」で、開運に
つながるとされています。

鏡開き

めでたいっ！めでたいっ！ 100歳インタビュー!!100歳インタビュー!!
大正13年生まれ！100歳を迎えた徳田ナカさんに長生きの秘訣などをお聞き
しました。

98歳！元気な細谷憲子さんに古くから伝わる縁起の良いことをお聞きしました。

大正13年９月生まれの
100歳。ミカン収穫な
どの農作業は98歳で引
退しましたが、今でも
畑や庭の草むしりを
行っています。

徳田　ナカ さん
（曽我の里支店・
小田原市上曽我）

※『弁財天』…琵琶を持った女神で芸能や財運にご利益があるとされています。白蛇は弁財天の使い、
　または化身とされています。

蛇の抜け殻で金運アップ！
蛇の抜け殻を財布に入れておくと金運が上がり、
お金が貯まるとされています。

七宝

麻の葉

青海波

招き猫 ほうき だるま

ナンテンヒイラギ

大正15年５月生まれの
98歳。毎日、足柄茶を
飲むことが健康の秘訣。
庭の花の水やりが日課。
自分のペースで農作業
もしています。

細谷　憲子 さん
（清水支店・
山北町谷ケ）

人生の先輩に聞く！人生の先輩に聞く！ 縁起の良いことあれこれ縁起の良いことあれこれ
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ゆ
り
園
が
行
う
小
麦
栽
培
に
協
力
し
ま
し
た
。
同
園
で

は
利
用
者
が
地
域
社
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
小
麦
栽
培
を
企
画
。
Ｊ

Ａ
に
農
業
指
導
を
相
談
し
た
こ
と
で
農
福
連
携
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
利
用
者
が
畝
に
糸
を
張
る
作
業
や
種
ま
き
を
体
験
し
ま
し

た
。
担
当
職
員
は
「
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
個
性
に
あ
っ
た
農
作
業
が
で

き
た
。
施
設
で
は
見
ら
れ
な
い
一
面
も
あ
り
う
れ
し
く
感
じ
た
」
と

農
の
持
つ
力
を
話
し
ま
し
た
。

　
曽
我
尚
人
支
部
長
は
「
施
設
で
生
活
し
て
い
る
人
も
農
作
業
を
通

じ
て
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
内
面
に
持
つ
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
一
助
を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
期

待
を
込
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
麦
踏
み
を
通
じ
た
地
域
交
流
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
１
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
市
久
野
に
あ
る
下
田
農
園
の
下
田

ふ
み
子
さ
ん
・
洋
二
さ
ん
夫
婦
が
育
て
る
パ

ン
ジ
ー
が
「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
溢
れ
て

い
る
」
と
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
『
花
絵

本
シ
リ
ー
ズ
』
と
呼
ば
れ
、
水
彩
画
の
よ
う

な
淡
い
色
合
い
で
か
わ
い
ら
し
い
八
重
咲
き

の
姿
が
特
徴
。
パ
ン
ジ
ー
の
個
人
育
種
家
よ

り
依
頼
さ
れ
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
一
花
ひ

と
花
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
異
な
り
、
一

つ
と
し
て
同
じ
花
は
咲
か
な
い
そ
う
で
す
。

「
自
分
だ
け
の
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
て
育

て
て
欲
し
い
」
と
ふ
み
子
さ
ん
は
話
し
て
い

ま
す
。

　
下
田
農
園
の
直
売
の
ほ
か
、
朝
ド
レ
フ
ァ

～
ミ
♪
や
小
田
原
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
２

月
頃
ま
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
レ
タ
ス
は
『
水
の
野
菜
』
と
し
て
朝
ド
レ
フ
ァ
～
ミ
♪
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

職
員
㊨
と
一
緒
に
種
を
ま
く
利
用

者
㊧

レタスの重さを確認する利用者

淡
い
色
合
い
が
人
気
の
『
花
絵
本
シ
リ
ー
ズ
』

～
久
野
の
下
田
農
園
が
栽
培
～

障
が
い
者
支
援
の
野
菜
工
場

地
域
共
生
の
一
歩
へ
小
麦
栽
培

淡
い
色
合
い
の

  

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
ジ
ー

～『
グ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ム
』で
社
会
参
画
を
～

～
青
壮
年
部
中
井
支
部
が
農
福
連
携
～
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11
月
22
日
に
第
２
回
組
合
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
県
外
視
察
と
し
て
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
（
埼
玉
県
）
を
訪
れ
ま
し

た
。
『
狭
山
茶
セ
ン
タ
ー
』
で
は
、
農
家
個
々
へ
の
加
工
委
託

の
取
り
組
み
状
況
や
狭
山
茶
の
販
売
戦
略
な
ど
を
見
聞
。
ま
た
、

『
川
越
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
』
で
は
サ
イ
ロ
内
の
お
米
の

管
理
方
法
や
も
み
殻
の
バ
イ
オ
炭
加
工
な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
者

は
興
味
深
く
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
後
継
者

不
足
は
他
Ｊ
Ａ
で
も
深
刻
な
問
題
。
他
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
組
合
員
と

の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
組
織
で
も
何
が
で
き
る
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
２
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
や
地
域

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
予
定
で
す
。

　
青
壮
年
部
は
11
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
（
栃
木
県
）
の
青
年
部
と

交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
は
平
成
28
年
に
Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
と
姉

妹
提
携
Ｊ
Ａ
を
締
結
。
青
壮
年
部
は
平
成
29
年
よ
り
交
流
会
を
行
い
、

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
小
田
原
市
久
野
に
あ
る
近
藤
恵
一
委
員
長
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
園
を
視
察
。
栽
培
方
法
や
管
内
農
作
物
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
収
穫
体

験
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
田
原
城
を
見
学
し
た
後
、
『
小
田
原
お
堀

端
万
葉
の
湯
』
で
懇
親
会
を
行
い
、
お
互
い
の
活
動
内
容
や
経
営
状
況
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
近
藤
委
員
長
は
「
お
互
い
の
経
営
内
容
を

確
認
し
、
姉
妹
Ｊ
Ａ
の
部
員
同
士
が
横
の
連
携
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
交
流

を
続
け
た
い
」
と
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
お
い
し
い
ミ
カ
ン
は
い
か
が
―
―
。
11
月
16

日
、
か
み
つ
が
（
栃
木
県
）
南
部
地
区
Ｊ
Ａ
ま

つ
り
と
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
御
殿
場
地
区
農
協
祭
が

開
か
れ
、
か
な
が
わ
西
湘
産
ミ
カ
ン
の
出
張
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
ミ
カ
ン
を
求
め

る
買
い
物
客
が
訪
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売

し
ま
し
た
。

　
買
い
物
客
か
ら
は
「
甘
酸
っ
ぱ
く
て
お
い
し

い
の
で
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
の
声
が

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

※
こ
の
活
動
は
Ｊ
Ａ
共
済
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
説
明
を

聞
く
参
加
者

キウイフルーツ園で仲良く記念撮影

ミ
カ
ン
を
通
じ
Ｊ
Ａ
間
交
流

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

キ
ウ
イ
園
で
ミ
ラ
イ
農
業
を
語
る

～
Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
と
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
の　

ま
つ
り
に
出
店
～

～
第
２
回
組
合
員
セ
ミ
ナ
ー
視
察
～

～
青
壮
年
部
が
Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
青
年
部
と
親
睦
～

かみつが南部地区ＪＡまつりで
は１．５トンが２時間半で完売

大盛況のＪＡふじ伊豆御
殿場地区農協祭
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小型車両系建設機械（バックホー）講習会

２０２５年農林業センサスにご協力ください

鳥獣被害対策講習会の
開催について

グリーンセンター
休業のお知らせ

　『ＪＡ安心倶楽部』は組合員の皆さまとそのご家族専用の
傷害保険です。おケガのほか、他人への賠償責任、身の回り
品の損害など日常を取り巻く様々なリスクを幅広く補償しま
す。ぜひ、加入をご検討ください！

　農業機械利用事業のバックホーを利用するには『小型車両系建設機械』の特別教育講習
会（２日間）の受講が定められています。

　イノシシや二ホンジカ、小動物
などの生態や対策方法などを学び
ます。

　開成事業所内の電気設備工事に伴い、停電
を予定していることから下記の日程でサービ
スを休止いたします。利用者さまには大変ご
不便をおかけいたしますが、何卒ご理解のほ
どよろしくお願い申し上げます。

　令和７年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の国勢
調査” といわれる「2025年農林業センサス」が実施さ
れます。
　この調査は、今後の農林業政策に役立てるため、５年
ごとに実施される大切な調査です。
　令和７年１月から農林業関係者の皆さまのところに、県知事が任
命した調査員証を携帯する調査員が訪問して、調査票の配布と回収
を行います。農林業の経営状況などについて調査票への記入にご協
力をお願いします。

問合せ　神奈川県統計センター人口・社会統計課
☎０４５-３１３-７２２０

【休止するサービス】
令和７年２月８日(土)〜２月９日(日)

グリーンセンター、精米機、
フレッシュセンターあしがら

※雨天の場合には翌週になります。

日　時：令和７年２月15日(土)８：30～17：30・16日(日)８：30～16：00
場　所：【１日目】学科/本店３階大会議室（小田原市鴨宮627）
　　　　【２日目】実技/成田総合選果場（小田原市成田802-1）
受講料：25,000円テキスト代・昼食代等
対象者：当ＪＡの正組合員及びその家族（18歳以上で自動車運転免許をお持ちの方)(先着40人)

日　時：令和７年２月22日(土) 13：00～15：00（予定）
場　所：ＪＡかながわ西湘本店３階　第２・３会議室（小田原市鴨宮627）
内　容：『野生鳥獣の生態と効果的な対策方法について』
講　師：（株）野生鳥獣対策連携センター　取締役　阿部　豪　氏
参加費：無料
対象者：管内の組合員など（先着30人）
申込方法：最寄りの各支店・営農経済センターで受付（２月５日(水)まで）

〈引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社〉
（承認番号：24-1831）

階段から落ちて
ケガをした

安泰プラン 充実プラン 基本プラン
年間保険料 年間保険料 年間保険料29,800円 21,000円 15,800円

ケガの補償（天災補償付） ケガの補償（天災補償付） ケガの補償（天災補償付）

熱中症・食中毒・特定感染症の補償 熱中症・食中毒・特定感染症の補償

日常生活を取り巻く様々なリスクに
対する10種類の補償

日常生活を取り巻く様々なリスクに
対する５種類の補償

日常生活を取り巻く様々なリスクに
対する４種類の補償

+ +

おすすめ おすすめ

+ +
+

旅行中にカバンを
盗まれた

自転車で歩行者に
ケガをさせた

地震で自宅が全壊し、
被災生活を余儀なくされた

安泰・充実プランのみ

2023年10月発売

安泰プランのみ

友人に借りたカメラを
誤って落として壊した

●こんなときに保険金をお支払いします。

詳しい内容は最寄りの支店までお問合せください

 お問合せ先： 営農部　営農企画課　☎ 0465(46)6952

農林業センサス2025


